
保護者の皆様へ 

 

「大自然満喫 島生活の旅IN網地島」のご案内 

 

アバンツァーレジュニアサッカークラブでは、三年前より夏休みを利用して

自然体験を行ってきました。今年は、昨年と趣向を変え、同じく南三陸にある

網地島（あじしま）の大自然を満喫してきたいと思います。昨年、一昨年と行

った田代島の隣の島で、白砂の浜辺とマリンブルーの海での海水浴が、このよ

うな近場で実現できる事へ感謝する次第です。今年は、前期；７月２２日（火）

～２４日（木）と後期；８月２０日（水）～２２（金）の二回にわけて、それ

ぞれ２泊 3日の日程で行います。前期、後期共に定員４０名としております。

仙台、福島、郡山、山形に案内するもので、定員に達した段階で締め切りとさ

せて頂きます。ぜひ、ご参加いただければと思います。なお、兄弟・お友達を

誘ってのご参加も大歓迎です。 

物に溢れた街を離れ大自然の中で思いっきり体を動かす楽しさをぜひ体験

していただきたいと考えております。 

 

昨年は、田代島へ行きイカダ作りや島の探検、海水浴に釣りと楽しさ満載の

島の冒険をして参りました。街で暮らすのと違って、喧騒から離れ静かな島で

波音を聞きながら生活するわずかな時間ではありますが、心癒される貴重な体

験となりました。子供達もゲームなし、おやつなし、ジュース無しで、不自由

さを味わいながら、思いっきり体を動かして、三度の食事を味わいます。お腹

がすいても他には何もありませんので、嫌いなものがあっても食べなければお

腹がすいて仕方がありません。自然とその状況に適応していくのです。物が溢

れる時代に、また、この飽食の時代だからこそ必要な体験なのだと思います。 

 

 

 

 



～網地島紹介～                                  

（網地島研究所より抜粋） 

網地島は宮城県牡鹿半島の最南端に位置し、大きさは周囲２０．７ｋｍ、広

さ６．４３平方キロ。細長い形をしており、島の殆どが南三陸国定公園特別地

域に指定されています。最高地点は１０１M。島の両端に網地（あじ）と長渡

（ふたわたし）の２つの集落があり、中央には病院や島の楽校、開発センター、

ゴミ処理場があります。海に周囲を囲まれ気候は１年を通してすごし易く年間

の平均気温は１２．２℃。温暖で降雨量も少なく、島の至る所に常緑樹のアオ

キ、トベラ、タブノキなどの常緑樹や棕櫚が自生し、南方系の雰囲気をかもし

出しています。夏は湿度が低いうえに日中の気温も高くなりすぎず、更に夜と

もなればその涼しさで寝苦しい事も殆どないため、避暑に訪れる人も少なくあ

りません。網地の白浜は海水浴場としても知名度が高く、東北有数の透明度を

誇り、夏には県内外からの多くの海水浴客で賑わいます。島の沖合いは黒潮と

親潮が交わる日本三大漁場に入る豊かな漁場があり、大謀網（定置網）も行な

われています。また、週末ともなると島の周囲には釣り船の姿も多く見られ、

オフシーズンでも釣りや海の幸を求めて島に訪れる宿泊客の姿も珍しくあり

ません。渡り鳥や海鳥などの多種類の野鳥を観察できるフィールドとしても知

名度は非常に高く、多くの愛鳥家も訪れてます。 

（http://ajisime.web.fc2.com/ 網地島研究所より抜粋） 

 

今年は、この島で海水浴はもちろんのこと、宿泊先の島の楽校を中心にシー

カヤック体験をしたいと思っています。昨年までは、食事を作って頂いていた

のですが、今年は食事の自炊に挑戦します。なかには、家でもやったことがな

くて、はじめての子もいるかもしれませんね。そして、昼のお弁当は、自分で

握ったおにぎりです。全ての事を自分で取り組むことによって自立心を養いた

いと考えています。また、昨年までとは違って、時間に追われることがないよ

うに詳細なスケジュールを決めずに行動したいと考えています。島には、都会

に流れる時間とは違う時間が流れています。毎年感じることですが、時間の流

れが違うのです。ゆったりとゆっくりとしています。その時間の流れを感じて



きたいと思っています。そんな時間を感じながら、島でのテレビもゲームもな

い生活を子ども達と楽しんできたいと思っています。毎日テレビから聞こえて

くる多くの人を不安にするニュースもありません。というより聞かなくて良い

のです。 

 

ものが溢れ何でも手に入る生活から離れ、大自然に身を投じることで様々な

ことを感じ、学び、成長するのです。もちろん、怪我をしても自分たちで治療

します。 

 

最後に一つだけお伝えします。2泊3日の島での自然体験、行った人にしか

わからない素晴らしい経験ができます。私自身毎年参加していますが、毎月で

も行きたいくらい素晴らしい所です。心からお勧めいたします。 

 

「200７ 大自然満喫 島生活の旅in 田代島」に参加したコーチの感想 

 

 

山形担当；土井竜志コーチ 

２００７年の夏、田代島と網地島での夏休みはとにかく「最高」の一言に尽

きます。島のみどりの豊かさ、それを囲む海の青さ、夏の青空、ビルや、道路

などのコンクリートに囲まれた普段の生活と１８０度違った環境で過ごす３

日間は、子供達と思い切りはしゃいでも、心も体も休まる一時でした。フェリ

ーの出発点、石巻港の海は残念ながら淀んでいます。でも、島に近づくほどに

海は澄んでいき、島につく頃には岸壁のウニやカキ、魚まで丸見え！！「どう

してこんなに違うんだ？」とビックリするほどの海に感動したのを覚えていま

す。この冒険のいいところは大自然だけでなく、行われるイベントも最高で

す！皆さんは「イカダ作り」をしたことがありますか？自分達が組んだ「イカ

ダ」で海に繰り出します！思い返しても「楽しい」の一言。自分自身、全く水

泳のできない「カナヅチ」なのですが、今年のキャンプのために水泳教室に現

在通っているくらいです！ また、今年は「シーカヤック」も実施するとのこ



と！ みんながなかなか経験する事のできないことが、このキャンプでは経験

できます！ 誰にでも絶賛して進めることができる最高の夏の一時を、今年一

緒に体験しよう！！ 

 

仙台担当；小泉浩顕コーチ 

私は、２泊３日の島生活に２００６年と２００７年の２年連続で参加させて

頂きました。一言で言うと、何か懐かしい気持ちになる場所です。この島に「住

んでもいいかな」という気持ちになります。自然がいっぱいにあふれ、時間が

ゆっくりと流れ、感動がいっぱい島には詰まっています。いつも当たり前に買

い物をしているコンビニが島にはありません。空気だって全く違います。昆虫

は、普段みている倍の大きさです。そんな島で子供達は、キラキラした目で楽

しみ、はしゃいでいる姿を今も鮮明に覚えています。これは、ほんの一部でも

っともっとたくさんあります。この感動は、実際に目で見て、耳で聞き、肌で

感じてこそ感動を味わえるのではないかと思います。こういった体験は、「一

生のうち何回出来るでしょうか？」今回も子供達のいきいきとした姿を想像す

るだけで、わくわくした気持ちになります。私は、今年も絶対に行きたいと思

っています。でも・・・・。留守番になるかも・・・・。 

 

 

福島・郡山担当 板垣卓渡 

現代では滅多に経験することができない大自然を体験をすることができ、う

れしさと同時に小さなころ、山で遊んだ記憶がよみがえりとても懐かしくも思

いました。現代の日本では、物が溢れ、食べることにも苦労することはありま

せん。何もない、何も買えない…だからこそ、水のおいしさ、食べ物のおいし

さを改めて実感するとともに食べれることへの感謝の気持ちも一層強くなり

ました。また、ハイスピードでたくさんの情報が流れる現代の中、時が止まっ

たかのようなゆったり…とした時間を過ごすことができたこと、子供たちがい

きいきとし瞳を輝かせていた姿が忘れられません。 

 



最後になりましたが、今回の「２００８ 大自然満喫 島生活の旅 IN網地

島」は、前期と後期の二回にわけて行われます。ご家庭の都合に合わせて選択

して下さい。但し、毎年人気のプログラムとなっております。尚、先着順にて

申込みを締め切らせて頂きます。ＦＡＸで２４時間受け付けております。 

 

お申し込みは今すぐ！！ 

別紙の申込書をＦＡＸ送信して下さい。 

 

※当日の悪天候によりフェリーが運航できない場合や台風により続行が不可

能と判断した場合は、決行不能と判断し途中でも続行を断念する場合がご

ざいます。 

 

 

 

※ご不明な点・質問等ございましたらご遠慮なくご連絡ください。 

 

アバンツァーレジュニアサッカークラブ 

0１２０－０１９－５７８ 

MAIL info@avanzare-sc.com 




